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１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

戦災復興の土地区画整理事業により現在の街区が形成された赤羽駅東口の駅前周辺地区では、老朽化した低層建物が

密集し防災面で深刻な課題を抱える状況を改善し、安全・快適で駅前にふさわしい「にぎわいの拠点」の形成が求めら

れている。このような中、赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区（下図参照）では、共同建て替えによる面的な

更新を実現する市街地再開発事業によるまちづくりが、地元権利者が中心となって進められている。

この地区は、区内屈指の商業集積地ではあるものの用途の混在がみられるほか、老朽化した低層建物が密集している

地域である。この地区周辺を十分な有効幅員がとれない道路を含むネットワークが、複雑な交通規制のもと支えている。

公共空間は、街路空間に限られており、緑やまとまったオープンスペースが不足している。また、地区の北側には更新

時期を迎えている赤羽小学校が位置しており、同様に老朽化が進む公共公益施設（赤羽会館・赤羽公園）とともに効果

的、効率的な機能更新を図ることも課題となっている。

（１）基本計画策定の背景

出典：北区まちづくり推進課発行 赤羽ＰＲＥＳＳ創刊号（R5.3）より

第三地区 第二地区 第一地区

施行区域 0.5ha 0.7ha 0.5ha

検討状況 準備組合
設立

準備組合
設立

都市計画
決定済

赤羽小学校

１）赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区における市街地再開発事業の事業化の動き

今後、上記のような課題を抱えた本地区におい

ては、都市基盤・都市機能の更新を行うとともに、

老朽化が進む公共公益施設については、東京の北

の玄関口である「赤羽」にふさわしい都市機能の

集積を図る中で、効果的効率的な更新を図り、一

層魅力あるまちづくりを進める必要がある。
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１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

➀第一地区

－経過－
・平成28年６月 準備組合設立
・令和 2年８月 都市計画決定告示
・令和 4年３月 事業概要説明会実施
○現在 組合設立に向け事業進捗中

第一地区

地区計画
の目標

本地区は、地域の防災性の向上と、駅前立地としてふ
さわしい「にぎわいの拠点」を形成するため、公共的
な広場・空地等を確保するとともに、商業中心地とし
て地域産業と調和・共存する商業機能の整備を図る。
合わせて、住宅需要を踏まえた必要な住宅機能の整備
を図ることにより、多様で魅力的な複合市街地を目指
し、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更
新を図る。

◇将来像（地区計画より一部抜粋）

◇計画図

◇区域図

凡例

施行区域

（１）基本計画策定の背景

１）赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区における市街地再開発事業の事業化の動き
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◇整備イメージ

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

※当該準備組合では、今夏の組合設立認可申請に向けて、計画の見直しを行っている。

事業概要説明資料（R4.03）より抜粋

（１）基本計画策定の背景

１）赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区における市街地再開発事業の事業化の動き
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１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

第三地区

◇区域図

凡例

施行区域

－経過－
・平成28年12月 準備組織発足
・平成30年15月 準備組合設立
・令和 5年11月 北区長を経由して東京都知事へ

準備組合結成届提出
第二地区と小学校敷地との一体的な
土地利用の検討を北区へ要望

②第二地区

（１）基本計画策定の背景

１）赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区における市街地再開発事業の事業化の動き

第二地区
－経過－
・平成31年 2月 地区内の有志による「再開勉強会」

がスタート
・令和 元年10月 準備組合設立
・令和 ４年 3月 北区長を経由して東京都知事へ

準備組合結成届提出

③第三地区
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第二地区理事長から北区長へ宛てた要望書

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

小学校の教育環境の確保を図りながら赤羽
駅東口のまちづくりをより魅力的なものと
するため、第二地区と小学校敷地との一体
的な土地利用の検討を区へ要望。

（１）基本計画策定の背景

区の助言の下、赤羽駅周辺のまちづくりの実現に向けて、第二地
区･第三地区の両地区での継続的な情報交換や一体的な土地利用を
含む計画づくりを共に検討するために、令和５年４月から第二地
区･第三地区の意見交換会が開催されている。

④意見交換会の開催

１）赤羽一丁目第一地区、第二地区及び第三地区における市街地再開発事業の事業化の動き

赤羽一丁目第二地区再開発準備組合
再開発ニュース（Ｒ５．５）

赤羽一丁目第三地区再開発準備組合
再開発ニュース（Ｒ５．５）
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２）大規模公共公益施設の更新

駅周辺の大規模な公共公益施設である赤羽小学校、赤羽会館、赤羽公園は経年による更新時期を迎えているうえ、学校
教育はもとより、地域コミュニティ、防災、にぎわいなど、様々な面でそれぞれが地域の拠点となっていることを踏まえ、
今後の地区の一層の発展に寄与する施設となるよう、その配置を含め効果的効率的な整備等更新を図ることが求められる。

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

□公共公益施設の配置
（赤羽小学校、赤羽公園、赤羽会館）

□各施設の改修等の経緯

赤羽小学校
築６２年

赤羽会館
築４１年

赤羽公園
築６3年

1876年 赤羽学校設立認可
東京府第四中学校第十七番小学校として開校

1902年 現在地に校舎移転
1961年 現在の校舎が竣工
1986年 耐震改修工事➀
1998年 耐震改修工事➁
2007年 大規模改修工事
2013年 「学校改築改修計画」において、今後10年以内に

改築する学校のひとつに位置付けられた。

1982年 開館
2014年 耐震改修工事

将来的な改築も視野に入れ、「必要最低限の施
設改修工事」に留めている。

1960年 開園（都市公園法上の都市公園）
老朽化に伴い施設の更新の時期を迎えている。赤羽小学校は、市街地再開発事業が予定され

る地区の北側に位置し、赤羽会館、赤羽公園
は駅東口から徒歩５分程度に位置している。

赤羽駅

赤羽小学校

赤羽公園
赤羽
会館

・老朽化等に伴い、いずれの施設も更新の時期を迎えている。
・赤羽小学校については、現在の施設規模では、第一、第二及び第三地
区の再開発事業（約千戸）から生じる就学児童の増加に対応できない。

（１）基本計画策定の背景

凡例

再開発施行区域

公共公益施設
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１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

２）大規模公共公益施設の更新

（１）基本計画策定の背景

施設名称

敷地面積
（㎡） 構

造
階数 築年次

施設構成

（令和５年7月１日現在）延床面積
（㎡）

赤羽小学校
12,208

RC 3
1961年
(築62年)

学級数
（保有する普通教室数）

18
（23）

児童数（人） 4385,803

赤羽会館

2,600

RC 7
1982年
（築41年）

１Ｆ：講堂
２Ｆ：リハーサル室、赤ちゃん休

憩室、赤羽地域振興室、
管理事務所

３Ｆ：和室、集会室
４Ｆ：大ホール、小ホール、集会室
５Ｆ：赤羽図書館
６Ｆ：赤羽高齢者安心センター等
７Ｆ：赤羽健康支援センター

12,718

赤羽公園 11,533 ー ー
1960年
（築63年）

○赤羽小学校
・施設の老朽化に対応した更新が必要である。
・市街地再開発事業による、児童数の増加に対応した施設規模の確保

や対策が必要である。
・赤羽小学校は、避難所に指定されていることから、更新等に際して

は災害時の防災施設としての機能の充実を図る必要がある。
・学校の校庭が、赤羽馬鹿祭りパレードの起終点に供されており、地

域の活動拠点を支える空間づくりが求められている。
・赤羽小学校が現在地にある場合、市街地再開発事業の影響（日影、

ビル風等）を考慮した教育環境の保全を図る必要がある。

○赤羽会館
・施設の老朽化に加え、バリアフリー対応など抜本的な機能改善が

必要であり、適切な時期をとらえた更新が必要である。
・ユニバーサルデザインへの対応など、現在の区民のニーズにあっ

た魅力ある施設づくりが求められる。

○赤羽公園
・施設遊具等の老朽化に対応した更新が必要である。

・北区民一人当たりの都市公園面積は2.8㎡/人（2022年時点）と
なっており、都市公園法施行令に定める市街地の住民一人あたり
の都市公園の敷地面積の標準は5㎡に比べ不足している。このた
め、区全体で機会を捉えた公園等の確保に努める必要がある。

・公園内には地域の要望により保存されているモニュメントがあり、
更新の際には慎重に取扱う必要がある。

・災害時に公園に求められる役割を考慮した整備内容の検討が求め
られる。

・赤羽馬鹿祭りや区民まつりの会場など区民が集い、交流する場所
としての役割を考慮した再整備が期待される。

・再整備にあたっては、地域住民の声を生かした公園づくりが求め
られる。

□地域における公共公益施設の役割
現在の（赤羽小学校、赤羽会館、赤羽公園）の役割

赤羽小学校：義務教育施設、地域コミュニティ活動の拠点、避難所
として指定

赤 羽 会 館：ホール機能をはじめ健康支援センターや図書館等の
様々な住民サービスの複合施設

赤 羽 公 園：貴重なまとまりのある規模を持った公園、防災、憩い

□公共公益施設の課題

⇒赤羽小学校は地域の活動拠点であり避難所である。校庭
が赤羽馬鹿祭りの起終点となっている。

⇒地域特性・住民ニーズから乖離している。経年に伴い、
相対的に建物の性能が低下している。

⇒赤羽会館は時代の変化に対応した区民ニーズに答えきれ
ていない。

現 状 問題点
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□北区公共施設再配置方針（平成25年7月）

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

北区では、学校施設の建替え時には可能な範囲で周辺にある施設の集約化・複合化を図り、その他の公共施

設についても周辺にある施設の集約化・複合化を図るとされている。また、老朽化が著しい施設は、原因を十

分に検証の上、施設の統廃合や廃止を行うとされている。

○学校等の施設への集約化・複合化
学校施設をコミュニティ活動の拠点として位置付け、

学校の建替えや改修時には、可能な範囲で周辺にあ

る施設の集約化・複合化を図るとともに、その他の

公共施設についても同様に、建替えや改修時には、

周辺にある施設の集約化・複合化を図る。

○統廃合・廃止の検討
老朽化が著しい施設や利用度・稼働率が低い施設は、

その原因を十分に検証し、その結果、区民ニーズに

合わなくなった施設や役割を終えたと考えられる施

設については、施設の統廃合や廃止を行う。なお、

廃止した施設については、売却や貸付などにより、

財源確保を図る。

（イ）マネジメント方針実現のための方策

学校等の施設への集約化・複合化
統廃合・廃止の検討

２）大規模公共公益施設の更新

（１）基本計画策定の背景
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〇赤羽一丁目の市街地再開発事業の事業化の動きを契機に、赤羽駅周辺地区のまちづくり
を推進する（区は権利者の合意形成を前提に、市街地再開発事業の事業化を積極的に支
援し、同事業による駅前周辺の公共的空間の充実・形成を図る）。

〇まちづくりの推進に合わせ、懸念される区立赤羽小学校の教育環境の確保・充実を図る。
〇駅周辺の老朽化し更新時期を迎える大規模公共公益施設（赤羽小学校、赤羽会館、赤羽

公園）について、（駅周辺の再開発事業との関係性を意識しながら）その効果的効率的
な更新策を検討する。

以上３つの項目を踏まえ、都市計画マスタープラン2020の実現を図るための、具体的な土地利用や施
設整備の方向性、その実現方策や事業推進体制等をまとめるのが「赤羽駅周辺地区まちづくり基本計画」
である。

赤羽一丁目地区の
３つの再開発事業による

まちづくり

赤羽駅東口周辺地区の
大規模公共公益施設の

更新

東京の北の商業拠点

≪施策展開≫
・赤羽一丁目市街地再開発事業に合わ

せた適切な高度利用の誘導と周辺環
境の整備

・商店街における地域交流の場として
のにぎわいづくり 等

北区都市計画マスタープラン2020

利便性の高い、安心してくらせる
にぎわいのあるまち「赤羽東」

≪土地利用の方針≫
・都市中心拠点としてふさわしい利便性の
高いにぎわいのある市街地の形成
・住宅を重点的に供給することで、居住地
としても選ばれる市街地の形成等

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

（２）基本計画策定の目的
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◇対象区域及び重点区域

１．まちづくり基本計画策定の目的と対象区域の設定

（３）対象区域の設定

計画の検討を進めるにあたり、３つの市街地再開発事業と赤羽小学校を含む区域を「重点区域」、重点区域の事業との連携
や波及効果を期待する区域を「周辺区域」と位置づける（なお、本計画の検討により区域の考え方を整理することを可とす
る）。

３つの再開発が進行中

公共公益施設

東洋大学
赤羽台
キャンパス

赤羽駅西口
再開発エリア

赤羽台
周辺地区

赤羽岩淵駅

駅前
広場

赤羽小学校

赤羽
会館

赤羽
公園

凡例

赤羽一丁目の３つの再開発

老朽化を迎えた公共公益施設

重点区域

◇概念図

◇現況図
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２．上位計画及び関連計画

・東京都「都市づくりのグランドデザイン」で赤羽は、新

都市生活創造域に位置し、交通結節性を生かし、商業、教

育、文化機能等の集積により、利便性の高いにぎわいのあ

る拠点形成や地域づくりを進めていく、とされています。

赤羽

赤羽

・交通結節性を生かし、商業、教育、文化機能等の集積により、
利便性の高いにぎわいのある拠点が形成されています。
・都市住宅等の大規模団地の更新が進み、生活利便機能の
整った良好な住環境が形成されています。

【新都市生活創造域における地区の将来像】

〈地域区分図〉
新都市生活創造域

（環状７号線の外側

≪北２２≫
赤羽一丁目３ha
（赤羽一丁目再開発区域、
赤羽小学校の範囲）
住宅重点地区に指定

赤羽一丁目地区は、住宅市街地のうち開発すべき地区

とされる重点地区に指定されています。

地区の
選定

住宅市街地のうち、一体的かつ総合的に整備し、又は
開発すべき地区を「重点地区」として選定し、地区ご
とに整備又は開発の目標、整備方針等を定め、計画や
事業の積極的な推進を図る。

□都市づくりのグランドデザイン（東京都 H29年9月） □住宅市街地の開発整備の方針（東京都 R4.3）
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２．上位計画及び関連計画

□北区都市計画マスタープラン２０２０

赤羽駅周辺は、「都市中心拠点」「地区連携拠点」「生活中心拠

点」３段階の拠点設定のうち、都市機能の集積状況から「都市中心

拠点」に位置付けられており、王子とともに広域的な東京都市圏に

おいて、北の拠点としての役割を担っています。

都
市
中
心
拠
点

「都市中心拠点」は、各拠点の地域特性に応じた都市機能の

集積や市街地環境の向上に資する適切な高度利用を促進すると

ともに、各拠点間における機能の分担・連携を図ります。

赤
羽

【東京の北の商業拠点】
大規模商業施設と地域に密着した商店街が共存する商業の中心
地です。こうした商業機能の維持・強化を図るとともに、官・
民・学が連携した協働のまちづくりによるにぎわいの創出を推
進することで商業拠点の形成を図ります。
また、市街地環境の向上に資する駅周辺の適切な高度利用を促
進することで、再開発などの際には居住機能の強化を図るなど、
居住の場としても選ばれる東京の北の玄関口として、利便性の
高い都市中心拠点の形成を図ります。

施
策
展
開

・赤羽駅東口地区まちづくりの推進
・赤羽一丁目市街地再開発事業に合わせた適切な高度利用の誘
導と周辺環境の整備
・商店街における地域交流の場としてのにぎわいづくり
・赤羽駅及びその周辺のバリアフリー化の推進

○土地利用の基本方針

※商業・業務機能や各地域の特色に応じた
都市機能の立地誘導を図り、新たな交流
と価値を創出しています。

駅を中心とした都市機能の集積

新しい交通手段の導入

住民主体のまちづくり

都市中心拠点 にぎわいや交流を生む拠点

地区連携拠点 持続的な生活を支える拠点

生活中心拠点 生活に身近な生活利便施設が集積する拠点

拠点育成の基本方針
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参考：赤羽東のまちづくり方針図

○赤羽東のまちづくり方針

２．上位計画及び関連計画

≪取組方針≫
□土地利用
・赤羽駅東口地区における市街地再開発事業を契機としたまち

づくり
・赤羽駅周辺において、大街区化などによる都市機能の更新を

図ることで、高度利用を促進し、都市中心拠点としてふさわ
しい利便性の高いにぎわいのある市街地の形成を図ります。

・市街地再開発事業を契機とした周辺環境の整備を図るととも
に民間開発を誘導し、住宅を重点的に供給することで、居住
地としても選ばれる市街地の形成を図ります。

□北区都市計画マスタープラン２０２０

◇まちの将来像

≪将来像の解説≫
・鉄道駅の利便性を最大限に発揮するために、鉄道駅周辺のまち

づくりを展開し、駅を中心とした利便性の高い市街地の形成を
目指します。

・地域に密着した商店街や、隅田川沿いなどに地域産業の活力と
なる工場が立地することから、住・商・工の複合的な活気のあ
る市街地の形成を目指します。

利便性の高い、安心してくらせるにぎわいのあるまち

「赤羽東」

重点区域
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赤羽駅東口地区のまちづくりをより一層推進していくため、赤羽駅東口地区（赤羽一丁目、赤羽二丁目、

赤羽南一丁目3番～20番地）の約43ヘクタールを対象として、「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構

想」が策定されている。

ゾーニング構想においては、「重点区域（赤枠内）」は、小学校（地域の拠点施設）と駅前商業ゾーン

（赤羽の玄関にふさわしい街並みの商業ゾーン）及び北側の商業ゾーン（新しい顧客のニーズに応えた商

店構成）として位置付けられている。

※令和５年夏頃に、協議会により「まちづくり提案」が発表される予定（次回の本検討会で報告予定）

Ｈ２７年９月

２．上位計画及び関連計画

□赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想（H27年6月 赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会）

凡例

重点区域
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３．現況分析

（１）北区の人口

◇北区の人口推計
北区「北区人口推計調査報告書（R3.10）」によると、R23

の推計人口を36万5千人とし20年後も現在の人口が維持される
見込みとなっている。日本人人口は、R13年、総人口はR18年
をピークとして減少に転じ、長期的には人口が減少することを想
定している。

一方、外国人人口は増加し続け、それに伴って外国人人口割合
も上昇していくことを見込んでいる。

10%

66%

24%

現在の北区の年齢層別人口

36,798人

231,540人

85,394人

（出典：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」より

◇現況 令和5年度人口
令和5年時点の人口の構成比はおよそ4人に1人が65歳以上の高齢

者であり、東京都平均より高い。

0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%
7.0%
8.0%
9.0%
10.0%

0

10

20

30

40

50

R3 R8 R13 R18 R23

年少人口 （ ０歳～１４歳）

生産年齢人口（１５歳～６５歳）

高齢者人口 （６５歳以上）

人口
（万人）

外国人
割合

日本人人口 外国人人口 外国人人口割合

将来人口の推計

（出典：北区人口推計調査報告書（R3.10）より

年少
人口

生産年齢
人口

高齢者
人口 総人口

東京都 1,561,365 9,142,443 3,137,857 13,841,665
（構成比） 11.28% 66.05% 22.67%
北区 36,798 231,540 85,394 353,732

（構成比） 10.40% 65.46% 24.14%

現 状 問題点

⇒高齢者の人口割合は東京都の平均割合より高く、外国人
の割合は将来増える予測となっている。

⇒高齢化や多様化する社会に対応した、ハード・ソフト面
でのまちづくりが求められる。

（令和5年１月１日時点）

（令和5年１月１日）
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重点区域は、荒川が氾濫した場合の「早期の立退き避難が

必要な区域」に含まれ、駅西側への避難が必要となる。荒川

が氾濫すると、浸水深さ0.5ｍ以上3ｍ以下のエリアに位置し

ており、場所によっては２週間以上もの間、水が引かないこ

とが想定される。

北区の地形は、西側の「台地部」と東側の「低地部」に

分けられる。重点区域は低地部に区分される。

□東京都北区洪水ハザードマップ （荒川が氾濫した場合）

出典：東京都北区洪水ハザードマップより

（２）地形

重点区域

重点区域

３．現況分析

⇒低地部エリアに市街地が形成されている。

⇒荒川が氾濫した場合、低地部一帯が浸水想定区域に位置
付けられているため、早期の高台避難が求められている。

現 状 問題点

出典：東京都北区洪水ハザードマップより
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北区の公共交通ネットワークは、主に鉄道、都電、路線バス

等で構成されている。赤羽駅は、鉄道５路線、路線バス１８系

統が集中する交通結節点として区内の主要駅に位置付けられて

いる。

（３）公共交通

３．現況分析

⇒赤羽駅は鉄道やバスなど複数の路線が集中する交通
の結節点となっているため、利用客が多い。

⇒災害時に帰宅困難者が大量に発生し、駅周辺に集結
する恐れがある。

◇公共交通ネットワーク

現 状 問題点

赤羽駅

◇鉄道の利用状況

赤羽駅の１日あたりの乗降客数は、区内他の鉄道駅と

比べると、突出して多い状況である。

（参考：北区地域公共交通計画より）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

田
端
尾
久
上
中
里

王
子
東
十
条

赤
羽
十
条
板
橋
駒
込
北
赤
羽

浮
間
舟
渡

駒
込
西
ヶ
原

王
子
王
子
神
谷

志
茂
赤
羽
岩
淵

定期 普通

ＪＲ線 東京メトロ

区内各駅乗車人員

（データ出典：東京都統計年鑑 令和３年より）

バス 鉄道

都営バス
１系統
国際興業バス
１７系統

ＪＲ東日本 ５路線
京浜東北線、上野東京ライン、
宇都宮線、湘南新宿ライン、

埼京線
東京メトロ １路線

南北線
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シルクロード

住宅地図を読み取り、記載されている屋号で下記の通り分類し
た。

重点区域凡 例

シルクロードには物販店が並び、
OK横丁周辺には飲食店が多く見ら
れる。

重点区域北側では集合住宅が増え始
める。一番街、シルクロードでは、
物販店から飲食店へ徐々に業態を変
える。

一番街、シルクロード沿いに飲食店が
立ち並ぶ。重点区域北側では集合住宅
が更に増える。

物販店 飲食店 集合住宅 戸建住宅事務所 商業業務
複合施設

1975年 2000年

３．現況分析

宿泊・
娯楽施設

その他医療系

OK横丁

集合住宅が増え始める。

赤羽小学校 赤羽小学校 赤羽小学校

住宅地図を元に作成

2023年現在

飲み屋街となる

現 状 問題点

一番街

⇒約50年間で、地元の生活を支える商店街から、来街者が多数訪れる飲食
街に変わった。

⇒業態の変化により、地元では治安や風紀上の懸念が生じている。また、地
元の生活を支える商業機能の役割が果たせなくなっている。

（４）土地利用状況
１）土地利用の変遷
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重点区域

木 造

非木造

２）木造及び旧耐震建物の割合

（４）土地利用状況

◇築年別建物

３．現況分析

旧
耐
震
建
物

新
耐
震
建
物

⇒木造建物及び旧耐震建物が全体の２/3を
占めている。

⇒災害時には脆弱な建物により被害が拡大
する恐れがある。

第一地区

重点区域

凡 例

2011～
2023

登記簿情報を基に作成

2000～
2010

1982～
1999

1965～
1981

～1964

建築年

不明

第一地区

凡 例

第一地区

都市計画情報地図を基に作成

ＯＫ横丁

シルクロード
商店街

木造＋旧耐震

89棟

S, 25棟

RC, 18棟

SRC, 4棟
建物構造別

・地震の際に倒壊の懸念がある木造
建築物と、現在の耐震基準に変更
される前（旧耐震基準時）に建築
された建物が全体の２/３を占め
ており、防災面での不安がある。

※Ｓ：鉄骨造
ＲＣ：鉄筋コンクリート造
ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造

現 状 問題点

◇構造別建物現況
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・駅前周辺は、容積率が５００％と６００％に指定され
ているが、重点区域内の平均容積消化率は約２６０％で
あり、土地の高度利用が図られていない。

重点区域

凡 例

低層
（～３階）

中層
（４,５階）

高層
（６階～）第一地区

（４）土地利用状況
３）指定容積率

棟数約4%

約88%

約10%

用途境

指定容積率
５００％

指定容積率
６００％

低層
（～３階）

中層
（４,５階）

高層
（６階～）

◇重点区域周辺の用途地域

防火地域・用途地域：商業地域
指定容積率：500％・６００％
指定建蔽率：８０％

凡例

重点区域

商業地域

近隣商業地域

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

３．現況分析

（参考：北区都市計画図１より）

登記簿情報を基に作成

⇒駅前の商業地域に相応しい土地の高度利用が図られていない。

現 状 問題点

⇒低層建物が多く、容積率を消化できていない。

◇階層別建物現況
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重点区域

凡 例

低層
（～３階）

中層
（４,５階）

高層
（６階～）第一地区

（４）土地利用状況

４）建築物の更新

用途境

指定容積率
５００％

指定容積率
６００％

・区域内の老朽建物は長屋が多く、個別建て替えが難しい。

３．現況分析

長屋の状況

登記簿情報を基に作成

⇒区域内の老朽建物は長屋が多い。

⇒権利者の合意形成の必要性から、建替えが進まない。

現 状 問題点

◇重点区域内の建物現況

長屋

凡例

長屋の状況
［出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）］
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３．現況分析

道路台帳を基に作成

・重点区域内は、戦災復興により区画整理はされているも
のの、見通しが悪く、歩車分離ができていない道路で形成
されている。

重点区域

凡 例

25m以上

8m～15m

6m～8m

4m～6m

4m

幅 員

１）歩車道の分離

（５）交通基盤

歩道

・重点区域は戦災復興土地区画整理事業により整備された街

路がそのまま残っている。

◇歩道の状況

・重点区域内は、バス通り、駅前通り、東本通りは歩道車道
が分離されているが、それ以外は分離されていない。

◇戦災復興土地区画整理事業

東
本
通
り

駅前通り

重点区域

凡 例

都市計画
赤羽北地区

戦災
第３３地区

（参考：東京都ＨＰ震災・戦災復興等土地区画整理事業地区の索引図より）

重点区域

凡 例

歩道

道路台帳を基に作成

⇒車両動線と歩行者動線が錯綜している。
⇒緊急車両の進入や避難に支障をきたし、被害拡大の

恐れがある。

⇒見通しが悪く、歩車道が分離されていない道路が
形成されている。

現 状 問題点

◇道路幅員
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道路台帳を基に作成

重点区域では、区域内外の商店に搬送する貨物自動

車、地域住民の自家用車などの多様な車両が通行してお

り、赤羽小学校に通学する児童、飲食店を利用する来街

者などの歩行者の安全の確保や車両の安全な交通処理を

行うため一方通行や時間帯で車両の通行規制を行ってい

る。

重点区域

凡 例

交通規制

一方通行

進入禁止

歩行者専用通路
（時間帯※土日・祝日除く）

12時～21時

13時～15時

16時～19時

（５）交通基盤
２）交通規制

◇重点区域の現況

道路➀

➀
②

３．現況分析

道路②

⇒現状は処理できているが、今度の土地利用や機能集積に
よっては、交通量の増加に耐えられない可能性がある。

⇒時間規制・一方通行による車両規制で交通処理を行って
いる。

現 状 問題点

一方通行

一方通行
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◇赤羽駅東口駅前バス停の配置

（６）バス

東
本
通
り

⑤
⑥

➆

⑧

⑨

（参考：国際興業バスＨＰ バス停を参考に作成）

乗降者場
民間バス停
都営バス停

降車場
民間バス停

歩道
自転車レーン

重点区域

凡 例

３．現況分析

◇バス停の現況

バス停➀➁➂➃
バス乗り場は島状配置

バス停⑥

←バス停➆乗車待
ちの行列

車椅子利用者など
の交通弱者にとっ
て、移動の妨げと
なる場合がある。

・一般的にはバスロータリー
への出入りは左折ＩＮ・左折
ＯＵＴだが、１系統が対向車
を遮る形で右折ＩＮ・右折Ｏ
ＵＴでの出入りとなってい
る。

右折IN・右折OUT

・バス降車場と自転車レー
ンが重複しており、一定数
の自転車が歩道を走行して
いる。◇右折IN・右折OUTのバスの軌跡

赤羽駅東口駅前広場 ：４バース ➀➁➂➃
駅前広場外での乗降場：３バース ⑤⑥➆
降車場 ：２バース ⑧⑨

◇バス降車場と自転車レーンの重複

⇒車道における自転車利用者の安全性が確保されていない
⇒歩道における歩行者の安全性が確保されていない。

⇒バスの出入りが右折ＩＮ・ＯＵＴとなっている。

⇒対向車の交通を阻害している。

分散配置されたバス停

駅前広場のバス入口

⇒車道においてバス降車場と自転車レーンが重複している。

現 状 問題点
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◇放置自転車

現在は、改善傾向にあるものの、赤羽駅は東京都の放置台数が

多い上位１０駅に度々ランクインし、平成２７年から４年連続で

ワースト１位となっていた。

◇有料制自転車駐車場の設置

・赤羽駅東口では、平成３０年４月に赤羽駅東本通りに253台、

平成３１年４月に赤羽駅東口に267台、令和３年に赤羽駅西口

駅前に79台の自転車駐車場が歩道上に整備されたことにより

放置自転車の状況が改善された。

赤羽駅東口
計267台設置
（Ｈ31.4）

赤羽東本通り
計253台設置
（Ｈ30.4）

赤羽駅東口自転車駐車場

◇歩道の環境

・自転車駐車場が歩道上に整備され、自転車動線と歩行者

動線が重なるので、歩行者の安全上問題がある。

（Ｒ４年度：都内における駅前放置自転車の現況 東京都生活文化スポーツ局より抜粋）

赤羽東本通り自転車駐車場

（７）自転車駐車場

出典：放置自転車整理（禁止）区域・有料制
自転車駐車場・指定自転車置場の案内 より

重点区域

３．現況分析

約６００台が歩道上に設置されている

⇒歩道上の自転車駐車場にアクセスする自転車動線と
歩行者動線が錯綜し、歩行者の安全が確保されない。

⇒歩道上に自転車駐車場が分散配置されている。

現 状 問題点

⇒駐輪場により歩道空間が狭くなっている。

赤羽駅
西口駅前

計79台設置
（R3.6）
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（８）公共的空間

・駅前広場には十分な空間があるものの、駅前にふさわしい憩いの滞留空間となっていな

い。

・喫煙所利用が主な滞留目的となっている。

・稼働していない噴水がある。

駅前広場の空地

１）駅前広場

稼働していない噴水

３．現況分析

⇒駅前広場には一定の広さはあるものの、憩い・集い・滞
留空間としての広場本来の機能が発揮できていない。

⇒修景施設としての噴水はあるが稼働しておらず、喫煙所
の利用が主な滞留目的となっている。

現 状 問題点

駅前の喫煙所
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・重点区域は緑被率が５％未満のエリアにあり、
北区平均18.43%を大きく下回る。

参考：緑の基本計画2020

◇北区の緑被率の現況

重点区域

（９）環境

緑被率：みどりが最も生い茂る時期の空中写真
から測定される緑地の割合

３．現況分析

⇒緑被率が低く、みどりが不足している。

⇒赤羽駅周辺に人々が憩い・集える空間が不足している。

現 状 問題点

（８）公共的空間

２）公園率

（参考：令和４年度 東京都北区 土地利用現況調査集計及び解析業務
委託より集計）

・赤羽駅の公園率は北区平均と比べて低い数値となってい
る。

北区平均 赤羽駅 田端駅 十条駅 東十条駅 王子駅

公園率 11.7 0.4 0.7 1.5 0.1 16.7

※駅の立地する町丁目データにて集計
（赤羽駅：赤羽一丁目／田端駅：東田端二丁目／十条駅：上十条一丁目／

東十条駅：東十条三丁目／王子駅：王子一丁目）
※公園率＝公園・運動場等／敷地面積×100（％）

⇒公園率が低く、道路を除くと官民の公共的空間が少ない。

都市中心拠点
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●赤羽台ゲートウェイ計画

駅近接地では、まちづくりの課題を解決するため、区の学校跡地とＵＲ用地（計約1.4ha）を一体的に整備する民間
事業者を募集し、本年３月に土地を譲渡した。
令和８年度末までに後背地である赤羽台、桐ヶ丘地区への玄関口ともなる、赤羽の新たな顔（ゲートウェイ）として整
備が進む予定である。

●東洋大学の誘致

赤羽台地区に教育・文化拠点を整備するため、
UR都市機構と連携し、東洋大学を誘致した。

地域のにぎわい創出のほか、大学の様々な資源
をまちづくりに生かす協定を締結し、取組みを進
めている。

３．現況分析

（１０）駅周辺の拠点のまちづくり（赤羽台周辺地区、岩淵地区のまちづくりについて）

●岩淵地区のまちづくり

令和４年３月、岩淵町での防災まちづくりを推
進するため、「岩淵町まちづくり協議会」が設立
され、広場のリニューアル等を題材にしたワーク
ショップなど、住民主体のまちづくり活動が開始
されている。
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SDGｓを軸に環境・経
済・社会といった視点か
ら新たな価値を生み出し
ていく

①脱炭素社会の実現に向けて

③持続可能な社会（ＳＤＧｓ）

②ＤＸへの対応（デジタル・トランスフォーメーション）

ゼロカーボンシティ宣言を表明し、脱
炭素社会の実現に向けて全力で取り組
む決意を示した。（令和3年6月）

DXの実現に向けて、「ス
マートシティ」の取組み
や「Maas（Mobility as 
a Service）」の取組み
をエリアマネジメントに
活用

３．現況分析

（1１）今日的課題における持続可能なまちづくりに向けた取組み
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３．現況分析

④エリアマネジメント活動を視野に入れた、公民連携の土台作り
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４．課題解決のためのミッション

赤羽駅周辺地区のまちづくり

１ 震災・水害に強い市街地の形成

２ 利便性の高い交通環境の整備

４ 東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積

３ まちの魅力を高める公共的空間の整備

５ 持続可能なまちづくりに向けた先進的な取り組み

本計画の検討にあたり、まちづくりの課題を「北区都市計画マスタープラン２０２０」の「分野別都市づくりの

方針」をベースに、以下の通り５つの大きなテーマを設定した。
また、テーマごとに、「現状の問題」、「取り組むべき課題」、「課題解決のためのミッション（重点区域にお

ける短期的対応、周辺区域での対応）」を整理した。
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４．課題解決のためのミッション

北区都市計画マスタープラン２０２０の位置づけ

１ おでかけ環境「移動・外出⇔みちづくり」
目標：誰もが行きたいところに快適に行けるまち

（第４章 分野別都市づくりの方針より）

まちづくり基本計画の位置づけ

２ 交流を育む魅力「水辺・みどり⇔交流⇔歴史・文化・景観」
目標：人、まち、自然が交わり新たな魅力が創出されるまち

３ 住環境「生活環境⇔子育て・健康長寿」
目標：誰もが安心して住み続けられる多様な豊かさのあるまち

４ 環境共生「環境負荷低減⇔スマートコミュニティ」
目標：環境と共生するスマートなまち

５ 災害対応「防災・減災⇔事前復興」
目標：災害による被害の軽減と復興に向けた備えのあるまち

１ 震災・水害に強い市街地の形成

２ 利便性の高い交通環境の整備

３ まちの魅力を高める公共的空間の整備

４ 東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積

５ 持続可能なまちづくりに向けた先進的な
取り組み

持続可能なまちづくりに向けた先進的な取り組み
・脱炭素社会の実現
・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への対応
・ＳＤＧｓへの取り組み
・エリアマネジメント

北区都市計画マスタープラン２０２０の「分野別都市づくりの方針」と今回設定した大きなテーマの関係は

以下の通りである。
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（１）震災・水害に強い市街地の形成①

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 重点区域内の都市基盤の強靭化

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

木造や旧耐震基準の建
物が密集しているうえ
戸別建替えが難しい長
屋状の建物も多く、災
害による延焼火災や倒
壊等の被害の恐れがあ
る

不燃化や耐震化を促進
し、災害に強い建物へ
の更新

面的な建物の更新を誘
導することで区域全体
の性能を向上

修復型のまちづくりに
より、個別の建替えや
小規模な共同化を誘導
することで建物の性能
向上を図る

見通しが悪く、歩車道
が分離されていない道
路が形成されているた
め、災害時の避難や緊
急車両の進入に支障を
きたし、被害拡大の恐
れがある

円滑な避難や緊急車両
の進入を容易にする道
路・公共空間の確保

道路等の都市基盤整備
を進め、十分な公共的
空間の確保により緊急
車両の進入や円滑な避
難動線を確保する

駅周辺に空地が少なく、
災害時の一時集合場所
など、災害対応に資す
るオープンスペースが
不足している

防災に資するオープン
スペースの確保

市街地再開発事業によ
り空地を創出し、災害
時には防災に資する機
能を発揮させる
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（１）震災・水害に強い市街地の形成②

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 周辺区域を含めた災害対応力の向上

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

（地震時）
首都直下地震が30年に
70％の確率で起きると
想定されているが、地
震に備えた防災・減災
対策が十分な状況には
ない

自助・共助・公助によ
る災害対応力の向上

地域の災害対応力向上
に資する土地利用・施
設計画等を検討する

（水害）
200年に１度の大雨で
荒川の大規模洪水が発
生した場合に、低地部
一帯が浸水想定区域と
なるため、洪水が予想
される際に早期の高台
避難を容易にする対策
が求められる

円滑な高台避難の経路
の確保

逃げ遅れた際等の緊急
時の垂直避難施設の確
保

高台避難を容易とする
避難経路機能の整備

緊急時の垂直避難施設
としての機能の確保

高台避難を容易とする
避難経路機能の整備

緊急時の垂直避難施設
としての機能の確保
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（１）震災・水害に強い市街地の形成③

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 帰宅困難者対策

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

赤羽駅は交通の要衝
（鉄道５路線とバス１
８系統）となっている
ことから、災害時には、
帰宅困難者が大量に発
生し、駅周辺に集結す
る恐れがある

都区の役割分担に応じ
た帰宅困難者の帰宅を
支援する環境の整備

「一時滞在施設」の整
備を図り、帰宅困難者
の支援を行う

北本通り沿道等の帰宅
支援ステーションの確
保
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（２）利便性の高い交通環境の整備①

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 円滑な交通基盤の形成

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

地区内の道路は比較的
見通しが悪く、時間規
制・一方通行による車
両規制で交通処理を
行っており、安全な車
両の通行にやや支障が
あるとともに、都市機
能の集積に備え、より
円滑な道路ネットワー
クの整備が求められる

将来のまちづくりを見
据えた道路ネットワー
クの形成

再開発事業にあわせた
既存道路の拡幅や新た
なネットワークの構築

市街地再開発事業で整
備する駐車場のわかり
やすい動線確保、案内
表示等の検討

市街地再開発事業によ
る交通環境の悪化の防
止
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（２）利便性の高い交通環境の整備②

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 歩行者・自転車利用者が快適に利用できる環境整備

現状の問題 取り組むべき課題

課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

地区内の道路は比較的
見通しが悪く、歩車分
離がされていないため、
車両動線と歩行者動線
が錯綜している
（歩行者の安全性の確
保に懸念がある）

車両動線と歩行者動線
の交錯の少ないネット
ワークの構築

歩車分離された道路
ネットワークの構築

再開発事業にあわせた
歩行者ネットワークの
充実

電柱の無電柱化

駅前と拠点を結ぶ歩行者
ネットワークの拡充

自転車駐車場が歩道上
に分散配置されている
ため、歩道において自
転車動線と歩行者動線
が錯綜している場合が
ある（歩行者の安全性
の確保に懸念がある）

安全で快適な歩行者通
行環境の整備

安全で快適な自転車利
用環境の整備

再開発事業にあわせた
自転車駐車場の整備と
一部歩道上の自転車駐
車場の解消

→歩行者の安全性と自
転車利用者の利便性を
向上

再開発事業にあわせた自
転車駐車場の整備と一部
歩道上の自転車駐車場の
解消

駅前と拠点を結ぶ歩行者
ネットワークの拡充（再
掲）

駅前と地域資源（荒川
等）を結ぶ安全で快適な
自転車走行帯等の整備
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（２）利便性の高い交通環境の整備③

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： バス乗り換え環境の改善

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

9か所中5か所のバス停
は駅前広場外に分散配
置されているため、歩
道においてバス利用者
動線と歩行者動線が錯
綜している（歩行者の
安全性の確保に懸念が
ある）ほか、車道にお
いてバス路線と自転車
レーンが重複しており
歩行者及び自転車の安
全な通行に懸念がある

安全で快適に利用でき
るバス乗降場の整備

バス停の再配置又は集
約等を含めた駅前広場
機能の更新の検討

駅前広場のバス停（4か
所）を利用するバスは、
右折でのイン・アウト
による運行をしている
ため、左折によるイ
ン・アウトと比較して、
対向車と接触する危険
性が高いことや円滑な
交通の阻害要因となっ
ている

バス停の再配置又は集
約による駅前広場機能
の更新
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（２）利便性の高い交通環境の整備④

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 新たなモビリティ等の導入検討

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

全国で新たなモビリ
ティの等の導入事例が
見られるが、赤羽駅周
辺では特にそのような
動きは見られない

シェアサイクルや次世
代モビリティ等の導入
促進

新たなモビリティの導
入検討

各拠点における新たな
モビリティの導入検討
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（３）まちの魅力を高める公共的空間の整備①

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 赤羽の玄関口にふさわしい顔づくり

現状の問題 取り組むべき課題

課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

駅前広場は一定の広さ
はあるものの、喫煙所
利用等により、憩いや
集い・滞留空間として
の機能が不足している

また、赤羽の玄関口に
ふさわしい顔（景観と
してのまとまり）がな
い

憩い・集い・滞留でき
る魅力ある駅前空間づ
くり

赤羽の玄関口にふさわ
しい顔（景観）の形成

シンボル施設・親水空
間・グリーンインフラ
などの整備の検討

再開発事業の施設建築
物やオープンスペース
等による、赤羽の玄関
口にふさわしい景観形
成

駅前で提供するべき体
験のプログラムの検討
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（３）まちの魅力を高める公共的空間の整備②

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 緑あふれる憩い集える空間整備

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

区内他地区と比較して
空地率・緑化率・公園
率が極めて低く、赤羽
駅周辺に、人々が憩
い・集える空間が不足
している

緑化を含めた魅力的な
公共的空間（オープン
スペース）の整備

面的開発の中でまと
まった規模の緑あふれ
るオープンスペース整
備を誘導

機会を捉えた、公園・
児童遊園の整備
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（３）まちの魅力を高める公共的空間の整備③

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 駅を中心とした周辺地区との回遊性の向上

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

周辺には地域資源や観
光資源が豊富にあるが、
その魅力が十分に内外
に伝わっていない

駅前と周辺の魅力ある
地域資源・観光資源等
とのつながりの強化

デジタルサイネージ等
を活用した回遊性のあ
るまちづくりの拠点
（スタート地点）とし
ての情報発信

ソフト・ハード両面で
の安全で快適な歩行者
空間によるネットワー
クの形成（ウォーカブ
ルなまちづくり）
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（３）まちの魅力を高める公共的空間の整備④

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： ウォーカブルなまちづくり

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

いわゆる「ウォーカブ
ル推進法」等の流れに
より、ひと中心の豊か
な生活空間の実現が求
められているが、取組
みは緒についたばかり
である

まちなかを、車中心か
ら人中心の空間へと転
換し、人々が集い、憩
い、多様な活動を繰り
広げられる場へと改変
する取組みの推進

公共的空間の活用や再
開発ビル内等での施設
整備、情報発信により、
ウォーカブルなまちづ
くりの拠点整備を図る

周辺区域の公園等の魅
力を高めるとともに、
街中にお休み処等を整
備するなど、回遊性を
高める機能を構築する
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（４）東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積①

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 都市機能の更新・集積（住宅）

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

「住宅」
既存住宅の建替えが進
まず土地利用転換が低
調なため、都市機能の
一部である住宅につい
ては、新たな供給が限
られている

「住宅」
多様なニーズにこたえ
る都市型住宅の供給

住環境を支える機能
（子育て支援機能・生
活利便機能・みどり
等）の整備

多様なニーズにこたえ
る都市型住宅の重点的
な供給

住環境を支える機能
（子育て支援機能・生
活利便機能・みどり
等）の整備
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（４）東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積②

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 都市機能の更新・集積（商業）

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

「商業」
一部の商店街ではこの
数十年間で、物販から
飲食への業態の変化が
著しく、「千べろのま
ち」等として賑わいを
生む一方で、治安や風
紀上の懸念が生じてい
るとともに、地元の生
活を支える商業機能の
役割が果たせなくなっ
ている

「商業」
にぎわいのある市街地
の形成に資する商業集
積

住環境を支える買回り
品を中心とした商業機
能の整備

既存商店街と市街地再
開発により整備される
商業機能との共存共栄

赤羽駅前にふさわしい、
にぎわいのある市街地
の形成に資する商業機
能の整備

生活を支える商業機能
の整備

既存商店街との役割分
担や連携によるエリア
全体での商業活性化

まちづくりを契機とし
た商店街の再生や地域
産業の活性化
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（４）東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の集積③

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 都市機能の更新・集積（公共公益）

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

「公共」
駅周辺には大規模な公
共公益施設が複数存在
するが、施設が老朽化
しており更新の時期を
迎えているとともに、
時代のニーズ等に対応
した施設となっていな
い面が見られる

「公共」
・老朽化に伴う効果的
効率的な更新
・時代の変化に対応し
た区民ニーズにあった
機能更新
・周辺地区への波及効
果も期待したにぎわい
や交流を生む公共公益
施設の配置検討

老朽化した赤羽小学
校・赤羽会館・赤羽公
園の効果的効率的な更
新

赤羽小学校の教育環境
の確保・充実

まちづくりの効果を一
層高める公共施設の機
能や配置の検討

赤羽小学校の改築に合
わせた周辺公共施設の
集約化複合化の検討

にぎわいを呼ぶ公共公
益施設の配置に伴う、
周辺まちづくりの機運
醸成
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（５）持続可能なまちづくりに向けた先進的な取組み①

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： 北区ゼロカーボンシティの実現に向けたまちづくり

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

脱炭素社会の実現に向
けた取組みは緒に就い
たばかりであり、区は
率先して脱炭素社会の
実現に向けた具体的な
取組みを進める必要が
ある

脱炭素社会の実現に向
けた具体的な取組みの
推進

施設建築物はＺＥB
（ゼロ・エネルギー・
ビルディング）化や、
「長期優良住宅認定制
度」の認証取得を促進

カーシェアリングや
シェアサイクル機能の
導入の検討

脱炭素社会の実現に寄
与する広域的な取組み
の推進

拠点等におけるカー
シェアリングやシェア
サイクル機能の導入の
検討
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（５）持続可能なまちづくりに向けた先進的な取組み②

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： DX（デジタル・トランスフォーメーション）に対応したまちづくり

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

オンラインによるサー
ビスの提供やテレワー
ク等による働き方の変
化など、ライフスタイ
ルの急激な変化が生じ
ており、まちづくりの
中でも、ＤＸの恩恵を
十分享受できる対応が
求められる

まちづくりのあらゆる
場面でＤＸを推進し、
豊かな生活、多様な暮
らし方・働き方を支え
る環境の整備

ＤＸを駆使した再開発
ビルの整備誘導

駅前広場等の公共的空
間へのデジタルサイ
ネージ等の導入
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（５）持続可能なまちづくりに向けた先進的な取組み③

４．課題解決のためのミッション

テーマ ： エリアマネジメントの導入

現状の問題 取り組むべき課題
課題解決のためのミッション

重点区域 周辺区域

既存の地縁団体が中心
となったコミュニティ
が形成され、地域の課
題に対応している一方
で、地縁団体はコミュ
ニティの活性化等に問
題を抱えている

市街地再開発事業の事
業化によっては、最大
1,000戸程度の住宅供
給が予想され、新たな
住民の増加をコミュニ
ティの活性化等に結び
つける取組みが求めら
れる

新旧住民の交流を促進
するとともに、多様化
する価値観等をもった
住民間の交流等の機会
を創出

開発事業者等が中心と
なったコミュニティ形
成の取組み

開発事業者が中心と
なったエリアマネジメ
ントの導入

エリアマネジメントの
展開を想定した公共的
な空間づくり

周辺商店街との連携等
による持続的なにぎわ
いの創出
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